
学校番号 １００２ 

 

平成３１年度  地歴科 

 

教科 地理歴史 科目 地理 B 単位数 2 年次 3 

使用教科書 新編詳解地理 B（二宮書店）新コンパクト地図帳改（二宮書店） 

副教材等 新編詳解地理Ｂワークブック（二宮書店） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

現代社会の地理事象を総合的に学び、地理的な見方や考え方を養う。入試対応の科目となります。深い

内容になるので、授業プリント等を活用し、適宜復習をしながら学習を進めてください。調べ学習や時

事的な問題に関しても勉強する予定です。 

 

２ 学習の到達目標 

●地球儀や様々な地図の活用等地理的技能を修得する。 

●世界の自然環境を始めとした地理的特性を理解し、世界の諸課題を考察できる。 

●現在生じている日本国内外の地理的な問題・諸問題等について関心を持ち、考察し、自分自身の意見

を述べることができる。 

 

３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a：関心・意欲・態度 b：思考・判断・表現 c：資料活用の技能 d：知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日本や世界の地理に関

する諸課題への関心や

意識を高め、主体的に

問題を設定し解決しよ

うとする。 

地理に関する時事的な

問題等を、身に付けた

知識などを用いて読み

解き、考察することが

できる。 

地理に関する諸課題に

関する資料を収集し、

有用な情報を選択し読

み取ったり、自分の力

でまとめることができ

る。 

地理に関する基本的な

用語が定着し、その知

識を身につけている

か。また、世界の地理

的問題と日本の問題を

関連付けて理解してい

るか。 

評
価
方
法 

ワークシート 

授業や学習状況の観察 

[主題学習] 

グループワーク等の取

組 

定期考査 

 

[主題学習] 

レポート 

定期考査 

レポート 

[主題学習] 

ワークシート 

定期考査 

ノート・プリント 

[主題学習] 

内容のまとめ 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

※ 「主題学習」とは主題を設定して行う学習活動で、適切な時間を確保して行う。 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 
評価 

方法 a b c d 

１
学
期 

地
図
と
地
理
的
技
能 

地理的情報と地図 

地図と地域調査 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○  

○ 

a.地図の活用に関心を持っているか。 

b.様々な地図の種類の特色についての知

識を修得したか。 

c.地図を活用して情報を表現する能力を

身に付けたか。 

ｄ.地域調査における地図の有用性を理解

できたか。 

定期考査 

グループ

ワークへ

の取り組

み 

現
代
世
界
の
系
統
地
理
的
考
察 

 

 

自然環境 

資源と産業 

人口と村落・都市 

生活文化と宗教 

 

 

○

○

○ 

 

 

○

○

○

○ 

 

 

 

○

○ 

 

 

 

 

 

○ 

a.世界の系統地理に関心があるか。 

b.世界の自然環境、資源、産業、人口、

都市、村落、生活文化、民族・宗教に関

する地理的な基本知識を修得している

か。 

c.日本と世界の地理的事象における諸問

題を多面的に捉えることができるか。 

d.宗教についての基本的知識を深めた

か。 

定期考査 

ワークシ

ート 

グループ

ワークへ

の取り組

み 

 

２
学
期 

現
代
世
界
の
地
理
的
考
察 

現代世界の地域区分 

現代世界の諸地域 

 

○ 

○  

○ 

 

○ 

a.現代世界の地域の特色に関心があるか 

b.現代世界の地域区分について基本的知

識を修得しているか。 

c.世界の地理的事象における諸問題につ

いて、資料から問題の本質を読み取ると

ができるか。 

d.世界の諸地域について考察を深めたか 

定期考査 

ワークシ

ート 

グループ

ワークへ

の取り組

み 
 

 

現代世界と日本 ○ ○ ○ ○ a.現代世界と日本の関係に興味をもっているか。 

b.現代世界と日本の諸問題について、地理的資料を活

用して表現することができるか。 

c.世界の諸課題の問題を解決するための方法を考察

し、自分の意見を構成し発表することができる。 

d.世界の課題解決の方法に取り組む心構えを理解で

きたか。 

定期考査 

ワークシ

ート 

グループ

ワークへ

の取り組

み 

レポート 

３
学
期 

 

 

※ 表中の観点について a：関心・意欲・態度  b：思考・判断・表現 

   c：資料活用の技能   d：知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元の

各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


